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　６月20日（月）に、学校
近くの水田でアジア・アフリ
カ支援米の田植えをする隈府
小学校の児童たちです。
（６ページに関連記事）
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５
月
28
日
（
土
）
ホ
タ
ル
フ
ェ
ス

タ
in
旭
志
が
小
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ

り
、
県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
家
族

連
れ
や
観
光
客
な
ど
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
主
催
者
を
代
表
し
て
福

村
市
長
が
「
合
併
後
初
め
て
と
な
る

ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ
が
、
こ
こ
旭
志
で

開
催
さ
れ
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。
水
環
境
を
大
切
に
す
る
と
い

う
こ
と
は
地
球
を
守
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
今
日
は
環
境
の
す
ば
ら
し

さ
も
体
験
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
旭
志
小
学

校
の
児
童
た
ち
が
「
な
か
ま
は
た
か

ら
」
な
ど
を
元
気
よ
く
歌
い
イ
ベ
ン

ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

エ
ン
ゼ
ル
ス
ト
レ
ッ
チ
の
踊
り
や

イ
ロ
ゾ
ジ
ョ
ビ
合
唱
団
の
合
唱
、
旭

志
少
年
少
女
合
唱
団
の
歌
、
ほ
た
る

娘
の
踊
り
、
菊
池
雲
上
太
鼓
が
次
々

と
披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
拍
手
が

起
き
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
メ
イ
ン
、
陸
上
自
衛

隊
第
８
音
楽
隊
が
登
場
し
、
四
季
の

歌
の
メ
ド
レ
ー
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
オ
ン

パ
レ
ー
ド
、
ホ
タ
ル
セ
レ
ナ
ー
デ
な

ど
十
数
曲
を
演
奏
す
る
と
、
す
ば
ら

し
い
音
色
と
歌
声
に
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

福
岡
県
か
ら
来
た
と
い
う
親
子
は

「
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
も

あ
っ
て
楽
し
い
で
す
。
近
く
の
川
で

あ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
を
見

た
の
は
初
め
て
で
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

会
場
に
は
商
工
会
や
旭
志
青
年
団
、

菊
池
市
母
子
会
な
ど
の
焼
き
そ
ば
や

金
魚
す
く
い
、
か
き
氷
、
ホ
タ
ル
カ

レ
ー
な
ど
多
数
の
夜
店
も
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
会
場
横
の
二
鹿
来
川
で
は

ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
の
乱
舞
を
、
湯
舟
地

区
で
は
無
数
の
ヒ
メ
ボ
タ
ル
も
見
る

こ
と
が
で
き
、
訪
れ
た
人
は
幻
想
的

な
景
色
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
ホ
タ
ル
が
乱
舞

す
る
こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

陸上自衛隊第８音楽隊の演奏

　泗水公民館で防災ボランティア講習があり、女
性の会（大島弘美会長）とむつみ会（山下臣子会長）
の会員など約 30人が参加しました。
　日本赤十字社防災ボランティア代表の岡　利恭
さんから活動内容、災害時の支援方法などの講義
があり、ポリ袋に１合分のお米で作る非常食や、
油なしでも調理ができるカレーを作る炊き出しの
演習も行いました。
　各地で頻発する地震をはじめとして、様々な災
害から家族を、そして地域を守るため、防災知識
の必要性を強く感じて開かれた今回の講習に、受
講した会員は真剣な表情で取り組んでいました。

専
用
の
ポ
リ
袋
に
水
を
入
れ
、

ご
飯
の
非
常
食
な
ど
を
作
る
参
加
者

５月 21日（土）防災ボランティア講習
もしもに備えて

５月 17日（火）
出前講座 「男女共同参画社会」

自分らしく働く

　菊池北中学校で出前講座「男女共同参画社会」が
社会の授業を利用して開かれ、３年生の約 120人が
講義を受けました。
　講座では、菊池市には男女共同参画推進条例があ
るということや、その条例に基づいた市の取組につ
いての話などがあり、生徒たちはほとんど初めて聴
く「男女共同参画社会」にしっかり耳を傾けていま
した。
　未来を担う中学３年生が自分の将来を「性別にと
らわれ過ぎず、自分らしく働く」という視点で考え
てくれたらと思います。

菊
池
北
中
学
校
で
あ
っ
た

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
出
前
講
座

　JA菊池青壮年部花卉研究会が菊池市内の中学校
５校と小学校 14校に花束をプレゼントしました。
　教育委員会を訪れた同研究会々長の上田功さん
（○菊　南古閑）は、木下教育長に「花のある生活を
子どもたちに楽しんでもらい、花を好きになって
ほしいです」とスターチスやカスミソウ、カーネー
ションで作った花束を渡しました。
　菊池市内でカスミソウを栽培している上田さん
は「生花のよさを知ってもらい、花卉生産の振興
になればと思います」と話されました。

木
下
教
育
長
に
花
束
を
渡
す
上
田
さ
ん
（
右
）

　菊池市営プールのオープンを前に菊池南中学校の
１年生から３年生の男子生徒約 240 人がプール掃除
をしました。
　市民の皆さんへのボランティア活動と同校の体育
の授業でこのプールを使用することから毎年この時
期に行われているもので、生徒たちはデッキブラシな
どでこびりついた汚れをこすり隅々まできれいにし
ました。
　参加した生徒たちは「腰が痛いけど、みんなです
るので楽しいです。市民の皆さんにも気持ちよく使っ
てもらいたいです」と汗を流しながら話してくれまし
た。

菊
池
市
営
プ
ー
ル
の
掃
除
を
す
る

菊
池
南
中
学
校
の
生
徒
た
ち

５月 25日（水）・26日（木）
菊池南中学校生徒がプール掃除

気持ちよくプールを
５月 23日（月）
JA菊池管内の小・中学校へ花のプレゼント

花のある生活を

旭志物産館出資組合の旭志牛の串焼き

｜広報きくち｜2005 JULY-1 2

旭志高柳区の狐塚川を乱舞するゲンジボタル
（５月 27日午後８時撮影）

ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ
in
旭
志

ホ
タ
ル
フ
ェ
ス
タ
in
旭
志

2005
kikuchi
2005
kikuchi

たくさんの人で賑わう会場
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　熊本市総合体育館であった熊本県下柔剣道大会
剣道の部で菊池警察署が優勝しました。
　この大会の剣道の部での優勝は７年ぶりの快挙
で、監督や選手はもとより、署員の士気も大いに
上がりました。
　３週間前から練習をかさね、監督で選手として

も出場した大
おおうちだ

内田朗
あき じ

二交通課長は「今回は初めて
女性剣士も参加しました。勝てたのはチームワー
クがあったからだと思います。そして、菊池市民
の安全と安心確保のための決意を新たにしました」
と話されました。

優
勝
し
た
菊
池
警
察
署
の
メ
ン
バ
ー

５月 27日（金）県下警察柔剣道大会
菊池警察署が優勝５月 26日（木）　菊池わいふのひなめぐり

スタンプラリー賞品贈呈式

ひなめぐり

　２月８日から３月 30日にかけてあった「菊池わ
いふのひなまつり」で同時に行われたスタンプラリー
の賞品贈呈式が菊池温泉旅館組合であり、村上フユ
子さん（○泗　福本一）に 1等の賞品「韓国への往復
ペア航空券」が贈呈されました。
　ひなまつりは２回目の開催で、スタンプラリーは
始めての取り組み。夢美術館やわいふ一番館など 20
カ所をめぐるもので、約 250人から応募がありまし
た。抽選は菊池温泉旅館組合おかみ湯恵の会の会員
が行い、その他の当選者には郵送されました。
　村上さんは「うれしいです。これから旅行の計画
をたてます」と笑顔で話されました。

賞
品
を
受
け
取
る
村
上
さ
ん
（
左
）

　旭志岩本区の岩本菅原神社の絵馬 11点の修復が
このほど終わり、宮総代の岩根求さんや関係者で
絵馬を本堂に掛けました。
　昨年の台風で被災した神社修繕とあわせ、絵馬
が古く見えづらいとの区民の要望に応えて行われ
たもので、昨年熊本大学に修復を依頼し、今回の
復元となりました。
　菅原神社は寛文４年（1664 年）の創立とされ、
近くにはシャクナゲで有名な円通寺や清水がこん
こんと湧く泉があります。

修
復
が
終
わ
っ
た
岩
本
菅
原
神
社
の
絵
馬

　菊池ひまわりの会の総会が菊池市野間口にある同
作業所であり、関係者など約 30人が出席しました。
　代表の崎村弥生さん（○菊　野間口）が「小さな会が
このような法人になって夢のようです。これからも皆
さんの協力をお願いします」とあいさつ。総会では、
平成 16年度の事業・会計報告と平成 17年度の事業
計画・予算案を了承しました。
　この会は平成４年に設立され、心身障害者による食
料品宅配などをしていますが、今年２月にNPO法人
として県から認証され、今回の総会はNPO法人とし
て１回目の総会でもありました。

菊
池
ひ
ま
わ
り
の
会
作
業
所
で
あ
っ
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て
１
回
目
の
総
会

５月 29日（日）菊池ひまわりの会総会
新たにスタート

５月 31日（火）岩本菅原神社の絵馬修復
よみがえる絵馬

　菊池市消防団の菊池方面隊と泗水方面隊で代表選考会がそれぞれ
ありました。
　菊池総合体育館横の駐車場であった菊池方面隊の大会には、各分
団から小型ポンプの部に 17チームが、ポンプ車の部に１チームが
参加し、選手たちは連日にわたる訓練の成果を発揮しました。
　また、泗水グラウンドでも泗水方面隊の大会があり、各分団から
出場した 22チームの選手たちは日ごろの練習の成果を発揮しまし
た。
　７月 17日（日）にある菊池市消防操法大会に出場するチームは、
次のとおりです。
○菊池方面隊…第８分団第３部、第８分団第２部、第４分団第１部、
第３分団第４部、第７分団第１部、第９分団第１部、第７分団第
３部、第４分団第２部、第９分団第３部
○泗水方面隊…第４分団第１部第２班、第５分団第１部第２班、第
４分団第２部第２班、第４分団第１部第１班、第４分団第２部第
１班、第３分団第２部第１班

　青少年一日一汗運動があり、たくさんの市民の皆さんが参加しま
した。
　東正観寺区では午前８時すぎから区民約 150人が集まり、米嶌英
太郎区長が「子どもたちがもっとたくさん参加して地域がひとつに
なることが大切だと思います。今日は怪我のないよう頑張ってくだ
さい」とあいさつし、花壇の草取りや空き缶拾い、落ち葉拾いなど
の作業を子どもも参加して行いました。
　参加した親子は「ごみの多さにびっくりします。こうして親子で
作業をして、地域の人とも接することができるので良いことだと思
います」と話されました。
　この運動は、旧菊池市で毎年この時期に行われています。

お年寄りに手を添えながら絵手紙作成の
手伝いをする生徒

６月１日（水）
菊池北中学校生徒が絵手紙移動教室で「きくちの里」を訪問

一生懸命に書く絵手紙
　菊池北中学校の生徒 17人が、菊池市の大琳寺にある介護老人
保健施設「きくちの里」を訪問して、お年寄りたちと絵手紙を通
して交流しました。
　移動教室でこの施設を訪問するのは３回目で、同中学校の選択
授業で絵手紙の暖かさなどを教えている夢美術館絵手紙教室主宰
の村川尚子さんなど９人も一緒に手伝いました。
　生徒たちはお年寄りに手を添えながら、はがきにトマトなどの
野菜の絵を割りばしペンや水彩絵の具を使って一生懸命に書く手
伝いをしました。
　参加した生徒は「耳元でゆっくりと話しながら自分の意思を伝
えました。交流できてよかったです」と話してくれました。

６月５日（日）青少年一日一汗運動
地域ぐるみで

５月 29日（日）
菊池市消防団菊池・泗水方面隊消防操法大会予選会

まちの安全を守る
菊
池
方
面
隊
の
予
選
会

泗
水
方
面
隊
の
予
選
会

歩道に落ちた街路樹の落ち葉を拾い
集める親子



6｜広報きくち｜2005 JULY-17 広報きくち｜2005 JULY-1｜

　４月 23 日の「清
きよはらいさい

祓祭」、５月９日の「播
はしゅさい

種祭」
に続く献穀事業「御

お た う え さ い

田植祭」が、菊池市鍋倉区の
献穀神田でありました。
　神事に続き、早乙女となる JA菊池の女性職員
たちが一つ一つ丁寧に苗を植えていきました。
　今後は、献穀者の有働敏徳さん夫妻が丹精込め
て管理し、秋の「抜

ぬきほさい

穂祭」・「奉
ほうこくさい

告祭」へと献穀事
業が進んでいきます。

稲
の
苗
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
植
え
る
早
乙
女
た
ち

６月 13日（月）献穀田で田植え
御
お

田
た

植
うえ

祭
さい

６月９日（木）～６月 12日（日）
第３回全日本ジュニア選手権大会
（兼）世界ジュニア並びにアジアジュニア選手権選考会

菊池から世界へ

　菊池市斑蛇口湖ボート場で第３回全日本ジュニア
選手権大会（兼）世界ジュニア並びにアジアジュニ
ア選手権選考会があり、全国から 154人が参加しま
した。
　選手たちは、シングルスカル（一人乗りボート）
で 2,000m競技の熱戦を繰り広げ、熊本県からも櫻
井春菜さん（学園大付高）、下田達哉さん（同）、奥
村武さん（同）の３人が出場し健闘しましたが、上
位入賞はできませんでした。
　今後の活躍に期待します。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル
２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
・

予
選
Ｅ
組
で
力
そ
う
す
る
下
田
選
手

　河原小学校PTA（松野維之前会長）から菊池市
交通安全協会河原支部（松原繁義支部長）に安全
標識６本の寄付がありました。
　標識には「通学路・横断中ご注意ください」な
どと書かれており、登下校する児童たちの存在を
ドライバーへ知らせて交通安全を呼びかけるのが
ねらいです。
　標識は交通量の多い通学路６カ所にそれぞれ同
PTAと同協会などのメンバーが手作業で設置しま
した。
　作業に参加した人は「この標識を見たドライバー
がスピードを落とすなどして安全運転を心がけて
くれればいいですね」と話されました。

河
原
小
学
校
の
通
学
路
に

設
置
さ
れ
た
標
識

　隈府小学校と花房小学校の児童たちがアジア・アフ
リカの飢餓で苦しんでいる人たちに「少しでも手が差
し延べられたら」と支援米を送るための田植えをそれ
ぞれしました。
　「食とみどり、水を守る菊池の会」（村上活芳会長）
が毎年続けているもので、20日には隈府小学校の５
年生児童 125 人が学校近くの７アールの水田に水着
や Tシャツ姿になって入り、稲の苗を一つ一つ丁寧
に植えました。
　参加した児童たちは「初めて田植えをしました。足
がヌルヌルするけど、たくさんの米が取れるように一
生懸命植えました」と泥だらけの顔で話してくれまし
た。

学
校
近
く
の
水
田
で
支
援
米
の
田
植
え

を
す
る
隈
府
小
学
校
の
児
童
た
ち

６月 20日（月）・21日（火）
アジア・アフリカ支援米の田植え

お米で支援　
３月26日（土）河原小学校PTAから標識の寄付

安全運転で

　

収
入
が
な
く
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
市
町
村

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

免
除
申
請
し
、
社
会
保
険
事
務
所

で
承
認
さ
れ
る
と
、
７
月
か
ら
翌
年

６
月
ま
で
の
１
年
間
の
保
険
料
の
全

額
ま
た
は
半
額
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
「
半
額
免
除
」
の
場
合
は
、
残
る

半
額
の
保
険
料
を
納
め
な
い
と
保
険

料
未
納
と
同
じ
取
り
扱
い
に
な
り
ま

す
。

　

免
除
は
、
本
人
と
配
偶
者
、
世
帯

主
の
前
年
所
得
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ

ま
す
。

　

20
歳
代
の
皆
さ
ん
は
、
本
人
（
配

偶
者
を
含
む
）
の
所
得
が
一
定
基
準

以
下
の
場
合
、
申
請
し
て
承
認
さ
れ

る
と
、
７
月
か
ら
翌
年
６
月
ま
で
の

１
年
間
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。
審
査
は
世
帯
主
の
所
得
を

除
き
、
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
の
み

で
判
定
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
や
学
生
納
付
特
例
お
よ
び
納

付
猶
予
期
間
は
、
10
年
前
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

追
納
し
て
い
な
い
場
合
、
全
額
免
除

は
３
分
の
１
、
半
額
免
除
は
３
分
の

２
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金
に
反
映
さ

れ
ま
す
。

　

承
認
を
受
け
、
２
年
を
過
ぎ
て
追

納
す
る
と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
に

加
算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
社
会
保
険
事
務
所
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

20
歳
代
の
皆
さ
ん
に
新
制
度

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

平
成
17
年
４
月
〜

国
民
年
金
保
険
料
の

　
支
払
い
に
困
っ
た
ら
・・・

国
民
年
金
保
険
料
の

　
支
払
い
に
困
っ
た
ら
・・・

国
民
年
金
保
険
料
の

　
支
払
い
に
困
っ
た
ら
・・・

国民年金
情　報
国民年金
情　報

市
町
村
の
国
民
年
金

窓
口
で
免
除
申
請
を

免除・猶予・未納の比較
年金を受けるための資格
期間（25年）には？ 年金額には反映する？ 障害・遺族基礎年金の資

格期間（納付要件）には？
後から保険料を納める場
合は？

若年者納付猶予 資格期間に含まれます 追納しないと年金額に反
映しません（０円）

保険料納付済期間と同じ
ように取り扱います

10年以内であれば追納
（後払い）することがで
きます※注

学生納付特例 資格期間に含まれます 追納しないと年金額に反
映しません（０円）

保険料納付済期間と同じ
ように取り扱います

10年以内であれば追納
（後払い）することがで
きます※注

全額免除 資格期間に含まれます 免除期間の年金額は、
１／３で計算されます

保険料納付済期間と同じ
ように取り扱います

10年以内であれば追納
（後払い）することがで
きます※注

半額免除 半額保険料を納めれば含
まれます

半額保険料を納めれば
２／３で計算されます

納付期限内に半額の保険
料を納めていれば、納付済
期間として取り扱います

10年以内であれば追納
（後払い）することがで
きます※注

未　納 資格期間に含まれません 年金額には反映しません 資格期間に含まれません
２年を過ぎると、保険料
を納めることができなく
なります

※注：「追納」は早めに・・・
保険料を追納する場合、免除などを受けた年度から２年を経過した分は、当時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされま
す。経過期間が長いほど加算額が高くなりますので注意してください。

免除・猶予の所得基準の目安
平成17年度は単身世帯を中心に免除基準の見直しが行われました。

（　）内は収入

世帯の構成
免除・猶予の対象となる所得（収入）の目安
全額免除・若年者納付猶予 半額免除・学生納付特例

単身世帯 57万円（122万円） 141万円（227万円）
２人世帯（夫婦のみ） 92万円（157万円） 195万円（304万円）
４人世帯
（夫婦・子ども２人）
子ども１人は16歳
以上23歳未満

162万円（258万円） 282万円（420万円）

相談者が本人の場合
　基礎年金番号・住所・
氏名・生年月日など

　気軽に相談してください。

☎０９６（３５９）１１６５
業務時間　午前８時３０分～午後５時
※土・日・祝日・年末年始は除きます

相談者が家族の場合
　左記のほか、家族の基礎年金番号・住所・氏名・
生年月日・本人が直接相談できない理由など

　熊本年金電話相談センターでは、年金の請求手続きに関する問い合わ
せや、年金を受けている人の各種届出などの相談を受けています。
　利用に際して、年金に関する個人的、具体的な相談の場合には、確認
のため、次のようなことをお尋ねします。手元に年金手帳または基礎年
金番号の分かるものを用意して、お電話ください。
※相談内容によっては一部答えられないこともありますのでご了承くだ
さい。

厚生年金
国民年金

熊本年金電話相談センターへどうぞ
年金請求
に関する
問い合わせ
など

いいろうご
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食
中
毒
は
、
細
菌
性
と
ウ
イ
ル
ス

性
、
自
然
毒
な
ど
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

細
菌
性
食
中
毒（
感
染
型
と
毒
素
型
）

　

細
菌
そ
の
も
の
の
増
殖
や
、
細
菌

の
作
り
出
す
毒
素
に
よ
っ
て
引
き
起

こ
さ
れ
ま
す
。
食
中
毒
の
事
例
の
大

半
を
占
て
い
ま
す
。

事
例

・
朝
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
昼
に
食
べ

て
、
お
な
か
を
こ
わ
し
た

・
食
卓
に
置
き
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い

た
刺
身
を
、
一
応
に
お
い
な
ど
を

確
認
し
て
食
べ
た
が
気
分
が
悪
く

な
り
下
痢
を
し
た　

な
ど

 

こ
れ
ら
の
症
状
は
、「
細
菌
性
食
中

毒
」
に
よ
く
あ
る
事
例
で
す
。
原
因

菌
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。
色
や
に

お
い
、
見
た
目
に
関
係
な
く
食
中
毒

が
起
こ
る
場
合
が
あ
る
の
で
注
意
が

必
要
で
す
。

ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒

　

食
中
毒
の
事
例
の
件
数
は
少
な
い

も
の
の
、
抵
抗
力
が
落
ち
て
い
る
人

に
は
感
染
力
が
強
く
、
井
戸
水
や
カ

キ
な
ど
が
感
染
源
に
な
り
ま
す
。 

自
然
毒
食
中
毒
な
ど

　

貝
類
や
ふ
ぐ
、
キ
ノ
コ
な
ど
が
感

染
源
に
な
っ
た
り
、
そ
れ
自
体
に
毒

が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
を
摂
取
す
る

こ
と
で
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

事
例

・
ふ
ぐ
を
食
べ
て
唇
や
手
先
が
し
び

れ
る
な
ど

　

調
理
の
際
に
は
、
食
中
毒
予
防
の

三
原
則
を
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

１
細
菌
を
つ
け
な
い

・
ま
な
板
・
調
理
器
具
を
清
潔
に
し

ま
し
ょ
う

　

木
製
の
ま
な
板
は
傷
が
つ
き
や
す

く
、
水
分
も
吸
収
し
や
す
い
た
め
細

菌
が
増
殖
し
ま
す
。
こ
ま
め
に
洗
う

の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
傷
が
ふ
え

た
ら
カ
ン
ナ
を
か
け
て
傷
の
な
い
状

態
に
戻
し
ま
し
ょ
う
。
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
の
ま
な
板
は
木
製
の
も
の
よ
り

は
衛
生
面
で
優
れ
て
い
ま
す
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
使
用
後
は
洗
剤
な
ど

で
よ
く
洗
い
、
熱
湯
を
か
け
て
乾
燥

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

　

調
理
を
始
め
る
前
や
排
便
後
は
も

ち
ろ
ん
、
調
理
中
で
も
こ
ま
め
に
手

を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
生
肉
や
魚
介
類
に
触
っ
た

後
は
、
細
菌
が
手
に
つ
い
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
か
な
ら
ず
手

を
石
鹸
で
洗
っ
て
か
ら
次
の
動
作
に

う
つ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
傷
の
あ
る
手
で
調
理
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う

　

傷
口
に
い
る
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
は

食
中
毒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
や
む

を
得
ず
調
理
す
る
と
き
は
調
理
用
の

ビ
ニ
ー
ル
手
袋
や
指
サ
ッ
ク
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。

２
細
菌
を
増
や
さ
な
い

・
調
理
し
た
ら
短
時
間
で
食
べ
ま

し
ょ
う

　

細
菌
は
時
間
が
た
つ
ほ
ど
増
殖
し

ま
す
。
食
べ
る
分
だ
け
調
理
し
て
、

調
理
し
た
ら
す
ぐ
食
べ
る
よ
う
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
残
っ
た
場
合
は
室
温

で
放
置
せ
ず
、
冷
蔵
庫
ま
た
は
冷
凍

庫
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

・
生
鮮
食
品
は
で
き
る
だ
け
低
温
冷

蔵
し
ま
し
ょ
う

　

細
菌
の
増
殖
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

低
温
冷
蔵
が
基
本
で
す
。
生
鮮
食
品

を
買
っ
て
き
た
ら
出
来
る
だ
け
早
く

食
べ
る
か
、
す
ぐ
に
低
温
冷
蔵
す
る

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

た
だ
し
、
食
中
毒
の
原
因
と
な
る

細
菌
は
、
10
℃
を
超
え
る
と
増
殖
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
冷
蔵
庫
に
物
を

た
く
さ
ん
詰
め
込
ん
だ
り
、
ド
ア
を

頻
繁
に
開
閉
し
た
り
す
る
と
庫
内
の

温
度
が
上
が
っ
て
し
ま
う
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

３
細
菌
を
や
っ
つ
け
る

・
生
も
の
は
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

細
菌
性
食
中
毒
の
感
染
源
と
な
る

食
品
の
多
く
は
魚
介
類
や
肉
類
、
卵

な
ど
で
す
。

　

か
ら
だ
が
弱
っ
て
い
る
と
き
や
食

品
が
新
鮮
で
は
な
い
と
き
は
生
食
を

控
え
、
き
ち
ん
と
加
熱
し
て
食
べ
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　

◆

　

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
参
考
に
し
て
、

食
中
毒
が
起
こ
ら
な
い
快
適
な
生
活

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

「高齢者のよい歯コンクール」で熊本県賞
　５月12日（木）に「高齢者のよい歯コンクー

ル」の県大会審査があり、頼
よりもと

本　久
ひさし

さん（82

歳・○菊　遊蛇口）が最優秀賞の熊本県賞に輝き

ました。

　頼本さんが家族の紹介で歯科医院に歯石除去

に行ったのがきっかけで、菊池郡市の代表とし

て推薦され、さらに各郡市代表11人の中から最

優秀賞に選ばれま

した。

　頼本さんは「幼

いころ姉からよく

歯を磨けとはいわ

れていました。こ

の歯のおかげで、

何でもおいしく食

べることができま

す」と笑顔で話さ

れました。

「親子のよい歯コンクール菊池地区大会」で１位
　５月25日（水）に菊池郡市歯科医師会館で

「親子のよい歯コンク ール菊池地区大会」が

あり、齊
さいとう

藤さえ子
こ

さん・芽
め ぐ

久ちゃん親子（○泗

　福本一）が見事１位に輝きました。

　菊池地区大会には８組が参加し、菊池市か

らは、旧４市町村それぞれから代表５組が参

加しました。

　お母さんのさえ子さんは「これからも上手

に歯磨きをして、むし歯なしでいてくれたら

と思います」と話されました。

　さらに、６月５日（日）には熊本県大会があり、齊藤さん親子は３位

に輝きました。

　この大会は、平成16年度に３歳児健診を受診した子とその親を対象に

行われ、最も優秀だった親子を市町村代表として推薦しています。

　その他の菊池市からの代表者は、次のとおりです。

旭志代表　水
みずかみ

上真
ま り こ

里子さん・聡
そうた

太ちゃん親子（○旭　姫井）　３位

菊池代表　佐
さとう

藤由
ゆ き

紀さん・遥
はるちか

親ちゃん親子（○菊　下長田）　３位

七城代表　絹
きぬがさ

笠啓
けい こ

子さん・雅
まさと

門ちゃん親子（○七　間所）　３位

泗水代表　松
まつやま

山文
ふみ こ

子さん・祥
さきこ

子ちゃん親子（○泗　永南）　欠席

※泗水代表はどちらも口腔の状態が優秀だったため、２組選出。

　夏場に多発する食中毒。夏場は細菌の繁殖に条件が良いことや、食品を加熱
せずに口にする機会が多いことなどが発生の主な原因と考えられています。
　しかし、日頃のちょっとした注意で食中毒は防ぐことができます。
　今回は、皆さんの家庭でも実践できる「食中毒予防法」を紹介します。

食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防

細菌が繁殖しやすい時期です細菌が繁殖しやすい時期です細菌が繁殖しやすい時期です

家庭でもできる家庭でもできる

健康だより健康だより
問い合わせ先

健康推進課　☎（25）1111

主な原因菌 細菌の特徴など

サルモネラ

食中毒の原因菌として発生件数、患者数ともに飛び抜けて多い細菌です。場合により死亡することもある
恐ろしい細菌です。煮沸など高温加熱で死滅。菌種は900種以上もあります。
□気を付けたい食品
　主に魚貝類、肉類とその加工食品で、卵も注意が必要です。

病原性大腸菌
（O-157）

わずか100個程度でも発病の危険性があります。極めて毒性の強い病原性大腸菌です。
□気を付けたい食品
　魚貝類、肉類、野菜類など食品全般。井戸水が感染源になることもあります。

腸炎ビブリオ

食中毒の発生件数も多く、サルモネラと１位２位を争う細菌です。塩分を好み他の食中毒菌に比べて増殖
のスピードが速いのが特徴です。６月から10月に多発し、夏場がそのピークです。
□気を付けたい食品
　魚貝類、生鮮海産物とその加工食品など。

ブドウ球菌
病原性が高く、菌がつくる毒素は100℃の加熱にも耐えます。
□気を付けたい食品
　餅、団子、おはぎ、おにぎりなどデンプン質加工食品など

カンピロバクター
乳幼児の下痢や食中毒の原因として注目される細菌です。
□気を付けたい食品
　鶏肉を主に食肉類とその加工食品など

バラシス・セレウス
残り物のご飯類によく繁殖し、熱にも強く、増殖力が強い細菌です。
□気を付けたい食品
　穀類およびその加工食品など

ボツリヌス菌

食中毒原因菌の中で最も危険な菌のひとつです。芽胞をつくるので熱にも強く、真空でも生息します。「か
らし蓮根」の食中毒で死者を出し有名になったこともあります。
□気を付けたい食品
　魚貝類、肉類およびその加工食品など。缶詰や真空パック内でも繁殖するので注意を要します。

ウエルシュ菌

耐熱性が非常に強く、大量調理食品でたびたび食中毒の原因になります。食中毒の１件あたりの患者数
は多くときどき大規模な集団中毒の原因になります。
□気を付けたい食品
　加熱調理後の食品全般です。

食
中
毒
の
種
類

食
中
毒
予
防
の
三
原
則

「
つ
け
な
い
」「
ふ
や
さ
な
い
」

「
や
っ
つ
け
る
」

大好物は「から揚げです」と
頼本久さん

牛乳が大好きな齊藤芽久ちゃん
とお母さんのさえ子さん

　４月14日（木）に旭志会場で３歳児健診がありました。歯科検診の
結果、むし歯がなかったお子さんを紹介します。

古
ふるつ

津裕
ゆ な

那ちゃん（○旭　小川）

梶
かじた

田和
かずのぶ

伸ちゃん（○旭　川辺南団地）

出
でぐち

口太
たい と

翔ちゃん（○旭　平）

野
のぐち

口　泰
ゆたか

ちゃん（○旭　大迫）

井
い で

出海
かい と

斗ちゃん（○旭　川辺南団地）

田
たさき

崎　練
れん

ちゃん（○旭　伊萩）

　甘いものを控えるこ
と、歯磨きをすること、
歯を強くすることがむ
し歯を予防するポイン
トです。
　これからもむし歯ゼロで頑張りま
しょう。

健康な歯をいつまでも…

歯ッピーキッズ ３歳検診時「むし歯なし」の子
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図
書
だ
よ
り

問い合わせ先
   中央公民館図書室　☎（25）1672
   七城公民館図書室　☎（25）1580
   旭志公民館図書室　☎（37）3111　内線 303
   泗水図書館　　　　☎（38）6866

耳より情報
朝食ばんざい
　暑い季節になりました。体調を崩しやすいときこ
そ、しっかり朝ごはんを食べて元気に仕事や勉強に
頑張りたいですね。 
　和食党、洋食派の人にも喜んでもらえる朝ごはん
の本を集めてみました。（泗水図書館）

石を使ってペーパーウェイトを作ろう
　７月 17日（日）午後２時からはお楽しみ会です。
今回は自然の石を使ってペーパーウェイトを作りま
す。皆さんの参加、待ってます。（泗水図書館）

７月は文月
　７月のことを日本の古い呼び方で、文月（ふみづ
き）といいますね。他にも七夕にちなんで、七夕・
棚機月（たなばたつき）、秋の七草の花の名をつけ
て女郎花月（おみなえしづき）などいろいろあるそ
うです。（中央公民館図書室）

７月 24日（日）は芥川龍之介の命日です
　７月 24日（日）は、「鼻」や童話「杜子春」、「蜘
蛛の糸」などを次々と 発表した芥川龍之介の命日で
す。この年に書かれた「河童」にちなんで、この日
を「河童忌」といいます。この機会に名作にふれて
みませんか。（中央公民館図書室）

毎日、本の読みきかせをしています
　七城公民館図書室では、放課後図書室を利用する
子どもに、毎日、本の読みきかせをしています。０
歳からの絵本もたくさんそろえておりますので、散
歩がてらお立ち寄りください。
　また、泗水図書館移動図書コーナーも設けていま
すので、併せてご利用ください。（七城公民館図書室）

新着図書情報

７月の予定
中央公民館
図書室

七城公民館
図書室

旭志公民館
図書室

泗水図書館

１ 金
２ 土 閉室日
３ 日 閉室日 閉室日 閉室日
４ 月 休館日
５ 火
６ 水
７ 木
８ 金

９ 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日
おはなしかい
11:00 ～

10 日 閉室日 閉室日 閉室日
11 月 休館日
12 火
13 水
14 木
15 金 閉室日

16 土 閉室日
古典を楽しむ会
14:00 ～

17 日 閉室日 閉室日 閉室日
お楽しみ会
14：00～

18 月 閉室日 閉室日 閉室日 休館日
19 火 休館日
20 水
21 木
22 金

23 土

きくちおはな
しのもり
おはなしかい
10:30 ～

閉室日
おはなしかい
11:00 ～

24 日 閉室日 閉室日 閉室日
25 月 休館日
26 火
27 水
28 木
29 金
30 土 閉室日
31 日 閉室日 閉室日 閉室日 休館日

命のことば 瀬戸内寂聴　著
　作家・僧侶として活躍する瀬戸内寂聴が、先
人たちが残した智恵のことばを選りすぐり、苦
しみと無常の世に生きるすべての人に贈る珠玉
の「ことば」集。

不思議の国のトットちゃん 黒柳徹子　著
　トットちゃんの大好きなもの、大切にしてきたこと。そして
世界中の子どもたちの笑顔もいっぱい詰まったエッセイ。スマ
トラ沖地震の津波被害も緊急報告。

子乞い 森口　豁　著
　80年代初頭、鳩間島の住民は親戚の子を借りてきてまで小学
校を存続させようとした。今では各地から居場所を失った子ど
もたちがこの島へやってくる。「瑠璃の島」原作。

海に沈む太陽 梁石日　著
　16歳で家出した輝雅は米軍の船で東南アジ
ア各地を航海。様々な職業を転々とするうち、
「画家になってNYへ行きたい」との願いがき
ざし・・・。画家・黒田征太郎の青春時代を下
敷きに「血と骨」を凌ぐスケールで描く不屈の
青春。

韓国およめいり 阿部美穂子　著
　突然韓国へ嫁ぐことになったアイドル阿部美穂子が、驚き満
載の新婚生活をセキララかつユーモラスにつづったコミック&
エッセイ。

無頼の絵師 澤田ふじ子　著
　一介の扇絵師が起こした贋作騒動の驚くべき結末。天稟に恵
まれながら世に出ようとしない扇絵師の胸中とは。公事宿の居
候・田村菊太郎の活躍を描く時代小説シリーズ第 11弾。

幸福な結末 辻　仁成　著
　いつまでも失うことのできないものを、わたしはきっと愛と
呼ぶ。男と女が運命によって呼び合わされたとき、新たな人生
が始まり、明日への希望と祈りに包まれる。光の都・ブリュッ
セル発、愛の物語。

浄土 町田　康　著
　あなたはどぶに立ち、汚濁にまみれて立ちつくしている 1個
のビバカッパをちゃちゃちゃんと見なければ。凝視して、そし
て笑わなければあかぬかったのだー。THIS IS PUNK! 破天荒な
る暴発小説集。

年金のすべてが面白いほどわかる本
田中章二　著

　公的年金というと老後生活費の一部としてとらえがちだが、
他にも遺族給付や障害給付がある。公的年金（国民年金、厚生
年金、共済年金）がよく分からない人に、仕組み、有利な受給
法と手続きまでを平易に解説。

ヤンボコ 義家弘介　著
　母校北星余市高校から横浜市教育委員会へ。
イジメ、薬物、飲酒、援助交際・・・。場所は
変わっても、ヤンキー義家は教育の現場で戦い
続ける！母校北星余市高等学校での最後の１年
を刻んだ記録。

ほしまつりの日
宮川ひろ　作　ふりやかよこ　絵

　山の小学校の１年生は７人。あいこ先生と一緒に、ほしまつ
りの日に書いた年に一度の願いごと。村のお年よりが見つめる
中、それぞれの子どもたちの思いをあたたかく描いたお話。

ロアルド・ダールコレクション２
チョコレート工場の秘密
ロアルド・ダール　著　クェンティン・ブレイク　絵
　チャーリーが住んでいる町に、世界一広大で世界一有名なワ
ンカのチョコレート工場がある。そこへ、５人の子どもたちが
招待されることになって・・・。

とおいとおいおか
谷内こうた　絵と文

　ぼくは羊飼いの犬、今日は遠い丘まで
いくんだって。ああここはいい風。やわ
らかな草。あらら・・、羊が・・。羊た
ちは空にのぼっていってしまい、もう羊
か雲か分からなくなってしまいました。

雪の女王 アンデルセン　作
　雪の女王にさらわれた仲よしのカイを追って、ゲルダは山ぞ
くにとらわれ、雪あらしとたたかい、ついに北の果てにある女
王の氷の城へたどりつく。アンデルセン童話の集大成といわれ
る名作の完訳版。

子ども版声に出して読みたい日本語６
斎藤　孝　編

　ベストセラー「声に出して読みたい日本語」を、子ども向け
の教育的な絵本として編んだ子ども版シリーズ。

目からウロコの日常物観察
野外活動研究会　編

　路上に転がるモノたちを観察すればするほ
ど、不思議いっぱいの暮らしの有り様が見えて
くる。人間がみずから人間のためにつくった「人
工物」をどのように扱っているか、物が溢れる
現代を問い直す機会に。

魂萌え 桐野夏生　著
　夫の急死後、世間という荒波を漂流する主婦・敏子。親に依
存する子どもたち、死んで初めて知る夫の隠された素顔。年齢
を経れば経るほど成熟し、迷いのない人生を送ることができる
と信じていたはずが ...60 歳を前に惑う心は何処へ？

古道具　中野商店 川上弘美　著
　東京近郊の小さな古道具屋でアルバイトをす
る「わたし」。ダメ男感漂う店主・中野さん。むっ
つり屋のタケオ。どこかあやしい常連たち ...。
商店を舞台に繰り広げられるなんともじれった
い恋や世代をこえた友情が描かれた幸福感あふ
れる長篇小説。

妻への詫び状 日経マスターズ　編
　「定年夫」が書いた口には出せない思い。妻からの反撃と愛情。
夫婦が互いに本音をぶつけ合う 150通の手紙。

私の家は山の向こう 有田芳生　著
　スパイ説、本当の死因、中国政府の罠、天安門事件との繋が
り ...。全ての謎の答えはこの本にある！没後 10年、いま明か
される「アジアの歌姫」の真実。
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作
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内
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野さと恵
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 さん
（○泗　桜山四）

泗水図書館

中央公民館図書室

不思議の国のトットちゃん

泗水図書館



12｜広報きくち｜2005 JULY-113 広報きくち｜2005 JULY-1｜

立
ち
ば
な
し
の
声
弾
み
ゐ
る
雨
明
け
の
若
葉
が
く
れ
に
姿

は
見
え
ね
ど 

中
原
ち
え
子

生
業
の
さ
む
し
わ
れ
に
も
春
は
来
て
麦
は
麦
な
る
花
ふ
り

や
ま
ず 

村
上　

咲
江

青
若
葉
あ
わ
い
綾
な
す
花
つ
つ
じ
城
山
参
道
身
も
染
む
ば

か
り 
山
下　

菊
代

花
水
木
医
院
の
庭
に
咲
き
明
か
り
わ
れ
の
虚う
つ

ろ
を
癒
す
淡

紅 

岩
木　

妙
子

富
士
山
と
駿
河
の
春
の
海
の
色
六
年
振
り
の
我
を
迎
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菊
池
短
歌
会　
　
　
　

５
月
詠
草

万
句
の
里
俳
句
会　

５
月
句
会

肥
後
狂
句
桜
会　
　

５
月
例
会

泗
水
短
歌
会　
　
　

５
月
詠
草

広
報
文
芸
き
く
ち

広
報
文
芸
き
く
ち

初
夏
の
風
ひ
ね
も
す
羅
漢
欠
伸
し
て 

五
丁　

義
昭

地
球
儀
も
青
く
輝
き
五
月
晴 

内
村　

泊
虹

開
け
放
ち
五
月
の
生
気
取
り
入
れ
ん 

吉
岡　

民
子

浴
槽
に
児
等
た
わ
む
れ
て
菖
蒲
の
湯 

服
部　

静
子

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
夏
の
帽
子
を
と
と
の
え
る 

藤
本
ア
ツ
子

鳥
交
る
孔
子
を
祀
る
廟
の
上 

坂
本
ま
つ
え

若
緑
窓
に
溢
る
る
新
居
訪
ふ 

内
村　

鈴
子

新
じ
ゃ
が
の
す
る
り
と
絹
の
脱
ぐ
ご
と
く 

寺
本　

和
子

吹
く
風
も
蠢
く
虫
も
五
月
か
な 

村
山　

数
恵

今
年
ま
た
薩
摩
粽
の
届
く
頃 

藤
本　

邦
治

や
ま
ぼ
う
し
ち
ょ
う
ち
ょ
の
よ
う
な
か
た
ち
だ
な

（
小
五
）
渡
辺　

一
史

ゆ
す
ら
う
め
葉
っ
ぱ
の
下
に
か
く
れ
て
る

（
小
五
）
渡
辺　

大
寿

よ
ろ
め
い
て 

よ
か
男
だ
け
抱
き
つ
か
す 

 

美　

由

立
入
禁
止 

爆
弾
の
上
寝
と
ら
し
た 

 

三　

水

あ
ま
ゆ
る
な 

そ
の
鼻
声
に
ぁ
だ
ま
さ
れ
ん  

江　

彩

と
て
も
と
て
も 

あ
た
し
一
人
じ
ゃ
荷
の
重
か 

梅　

月

任
せ
と
け 

育
児
休
暇
は
俺
が
と
る 
 

千　

笑

任
せ
と
け 

役
所
に
ゃ
ま
あ
だ
顔
の
き
く 
 

英　

坊

よ
ろ
め
い
て 

ツ
エ
の
お
陰
で
歩
か
れ
る 

 

五　

女

任
せ
と
け 

ア
ゴ
で
良
か
な
ら
負
け
ん
バ
イ  

寛　

ぺ

任
せ
と
け 

黙
っ
て
俺
に
つ
い
て
こ
い 

 

三　

代

よ
ろ
め
い
て 

と
う
と
田
畑
も
打
ち
売
ら
す  

水　

光

よ
ろ
め
い
て 

思
わ
ず
彼
に
抱
き
付
い
た 

 

美　

樹

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
薄
紅
の
花
散
り
始
め
春
も
名
残
と
な
る
我

が
庭
も 

岩
津　

涼
子

と
よ
こ
さ
ん
と
う
た
会
の
旅
の
う
つ
し
絵
が
通
潤
橋
を
背

に
し
て
遺
る 

斉
藤　

芳
子

昨よ

べ夜
の
雨
上
が
り
め
ぐ
り
の
新
緑
に
日
が
差
し
我
が
家
は

光
り
の
さ
な
か 

森　
　

道
子

新
築
の
娘こ

の
家
に
泊
ま
り
戸
惑
い
つ
つ
あ
ち
こ
ち
歩
く
ト

イ
レ
捜
し
て 

池
田　

禮
子

浸
り
つ
つ
読
む
効
能
書
は
健
康
の
目
に
は
見
え
な
い
マ
イ

ナ
ス
イ
オ
ン 

村
上　

幾
雄

母
の
日
に
メ
ロ
ン
供
え
し
佛
前
に
風
が
そ
よ
ぎ
て
香
を
立

つ
る 

緒
方　

寛
子

睨
み
つ
つ
積
木
を
た
か
く
な
ほ
高
く
幼
が
積
め
ば
我
手
を

拍
く 

下
川　

つ
ぎ

気
が
向
き
て
蓮
華
咲
く
野
に
出
で
来
し
が
立
ち
止
ま
り
て

は
背
筋
を
の
ば
す 
池
田
カ
ツ
子

慰
霊
祭
に
父
へ
の
思
い
を
娘
が
述
ぶ
る
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の

事
が
身
に
泌
む 

古
間　

充
子

誕
生
日
今
日
満
開
の
遅
ざ
く
ら 

芹
川　

蓉
子

石
楠
花
に
誘
わ
れ
拝
む
磨
崖
仏 

中
尾
ヨ
シ
コ

草
萌
え
て
畑
に
せ
か
る
る
農
ぐ
ら
し 

芹
川
の
り
子

少
し
だ
け
芸
す
る
曽
孫
日
脚
の
ぶ 

岩
根
サ
チ
子

蛇
よ
け
の
鈴
ふ
り
山
の
山
椒
つ
む 

出
田
み
と
り

春
の
雨
津
和
野
の
鯉
の
鮮
や
か
に 

水
谷　

ミ
ネ

夫
の
葬
春
の
疾は
や
て風
の
吹
き
抜
け
る 

東　
　

芳
子

筍
に

の
芽
そ
え
て
春
の
膳 

郷　

ミ
ヤ
子

綾
取
り
の
手
は
覚
え
ゐ
し
夏
木
立 

中
山　

栄
子

水
面
渡
り
て
鴬
鳴
く
や
散
歩
道 

工
藤　

房
子

石
楠
花
や
妖
精
の
羽
広
げ
た
り 

岩
根　

良
子

せ
せ
ら
ぎ
俳
句
会　

５
月
例
会

肥
後
狂
句
水
笑
会　

５
月
例
会

七
城
短
歌
会　
　
　

５
月
詠
草

旭
志
文
芸
俳
句
会　

５
月
詠
草
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生後３カ月を過ぎたら生後３カ月を過ぎたら

ＢＣＧ予防接種を受けましょうＢＣＧ予防接種を受けましょう
～対象は生後３カ月から６カ月未満です～～対象は生後３カ月から６カ月未満です～

ＢＣＧ予防接種を受けましょう

INFORMATION INFORMATION

個
人
の
住
民
税
を
納
め
る
人
（
納
税

義
務
者
）

　

１
月
１
日
現
在
で
菊
池
市
に
住
所

を
有
す
る
人

住
民
税
が
課
税
さ
れ
な
い
人

●
均
等
割
も
所
得
割
も
課
税
さ
れ
な

い
人

・
生
活
保
護
法
に
よ
っ
て
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
る
人

・
障
害
者
、
未
成
年
者
、
年
齢
65

歳
以
上
の
人
、
寡
婦
ま
た
は
寡

夫
で
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
２
５
万
円
以
下
（
給
与
所
得
者

の
年
収
に
直
す
と
２
、
０
４
４
千

円
未
満
）
で
あ
っ
た
人

※
年
齢
65
歳
以
上
の
人
の
う
ち
前
年

の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５
万
円

以
下
の
人
に
対
す
る
非
課
税
措
置

は
、
平
成
18
年
度
分
の
個
人
住
民

税
か
ら
段
階
的
に
廃
止
と
な
り
ま

す
。

●
均
等
割
が
か
か
ら
な
い
人

　

前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
市
の
条

例
で
定
め
る
金
額
以
下
の
人

　

28
万
円
以
下
（
28
万
円
に
控
除
対

象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
族
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
数
に
１
を
加
え
た
数

を
乗
じ
た
額
に
１
７
６
千
円
を
加
え

た
金
額
以
下
）
の
人

※
均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫

と
生
計
を
同
一
に
す
る
妻
で
、
市

内
に
住
所
を
有
す
る
人
の
均
等
割

は
、平
成
17
年
度
分
は
４
、０
０
０

円
の
２
分
の
１
に
水
と
み
ど
り

の
森
づ
く
り
税
５
０
０
円
を
加

え
た
額
（
２
、５
０
０
円
）
を
課

税
、
平
成
18
年
度
分
か
ら
は
全
額

（
４
、５
０
０
円
）
と
な
り
ま
す
。

●
所
得
割
が
か
か
ら
な
い
人

　

前
年
の
総
所
得
金
額
等
が
、
35
万

円
に
本
人
、
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ

び
扶
養
親
族
の
合
計
数
を
乗
じ
て
得

た
金
額
（
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は

扶
養
親
族
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の

金
額
に
さ
ら
に
35
万
円
を
加
算
し
た

金
額
）
以
下
の
人

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課

　

夜
間
の
子
ど
も
の
急
な
病
気
へ
の

対
応
や
応
急
処
置
な
ど
を
相
談
で
き

る
窓
口
で
す
。

　

相
談
員
が
電
話
で
子
ど
も
の
様
子

を
伺
い
、
対
応
法
な
ど
の
助
言
を
行

い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
電
話
に
限
ら
れ
た
助
言

で
す
の
で
、
あ
く
ま
で
も
相
談
す
る

皆
さ
ん
の
判
断
の
参
考
と
し
て
く
だ

さ
い
。

相
談
窓
口

相
談
時
間

毎
日
、
午
後
７
時
か
ら
午
後
11
時

ま
で
の
４
時
間

電
話
番
号

家
庭
の
固
定
電
話（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
）

の
場
合

☎
♯
８
０
０
０
（
シ
ャ
ー
プ
を
押

し
て
８
０
０
０
）

携
帯
電
話
や
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
の
固
定

電
話
の
場
合

　

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
９
９
９
９

相
談
員

　

専
任
相
談
員
（
看
護
師
）

問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
県
地
域
医
療
推
進
課

　

☎
０
９
６
（
３
８
３
）
１
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

内
線
７
０
４
６

　

知
的
障
害
を
お
持
ち
の
人
・
子

ど
も
さ
ん
が
地
域
の
人
と
ふ
れ
あ

い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体
験
す

る
「
輝
き
大
会
」
が
今
年
も
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

毎
年
誰
で
も
楽
し
ん
で
参
加
で
き

る
競
技
内
容
で
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
人
、
興
味
の
あ

る
人
は
、
実
行
委
員
会
事
務
局
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も

し
て
い
ま
す
。

と　

き

　

７
月
９
日
（
土
）

　

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
２
時
30
分

と
こ
ろ

　

合
志
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　

「
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
」
総
合
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

第
12
回
輝
き
大
会
菊
池
・
阿
蘇
ブ

ロ
ッ
ク
実
行
委
員
会
事
務
局

つ
く
し
の
里

☎
０
９
６
（
２
９
３
）
１
５
５
０

ま
た
は

菊
池
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

七
城
・
旭
志
・
泗
水
の
各
総
合
支

所
民
生
課

講　

演

テ
ー
マ

　
「
こ
れ
か
ら
の
し
ょ
う
が
い
福
祉

の
ゆ
く
え
」

講　

師

　

日
本
福
祉
協
会
政
策
委
員

　

わ
ら
び
学
園
施
設
長

　
　
　
　
　
　
　

最
上
太
一
郎
氏

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ

　
「
機
能
と
役
割
」

と　

き

　

７
月
17
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
９
時

　

開
会　

午
前
９
時
30
分

　

終
了　

午
後
３
時

と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

入
場
無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
う
す
明
日

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
６
６
０
１

対象者
　戦没者などの死亡当時の遺族で、平成 17 年
４月１日現在で、公務扶助料や遺族年金などを
受ける人がいない場合に、次の順番による先順
位の遺族に一人
１．弔慰金の受給権者
２．戦没者等の子
３．①父母　②孫　③祖父母　④兄弟姉妹
（戦没者などと生計関係を有していなかった
人などは除かれます）

４．上記３以外の　①父母　②孫　③祖父母　
④兄弟姉妹

５．上記１から４以外の三親等内の親族
（戦没者などの死亡時まで引き続き１年以上
生計関係を有していた人に限られます）

支給内容　額面 40万円、10年償還の記名国債
請求期間　平成 20年３月 31日まで
問い合わせ先・請求窓口
菊池総合支所健康福祉課福祉係
七城・旭志・泗水の各総合支所民生課福祉係

　月：子どもの熱中症
　火：熱中症に注意しましょう
　水：夏に多い子どもの耳の痛み
　木：歯ぎしりと歯周病
　金：季節感のなくなった
　　　子どもの夏かぜ
　　　～アデノウイルス感染症を
　　　　中心として～
土日：「性のこと考えよう」シリーズ⑬
　　　性交痛について

７月の　　　　　健康情報
�096（385）3300 （24時間）

モシモシモシモシモシモシ

　４月から法の改正でBCG接種の対象年齢が
「生後６カ月未満まで」と短くなりました。ツベ
ルクリン反応検査をせずに、直接BCG接種をす
ることになります。
　これは、結核感染前の早い時期にBCG接種を
することで、乳幼児期の重症結核などを予防する
ためです。
　市では、満３カ月以上～６カ月未満の乳児を対
象に、次のとおり集団でBCG接種を行います。
　体調の良いときに、早めに済ませましょう。
対象年齢と回数
　生後３カ月～６カ月未満の乳児に１回
※生後６カ月を過ぎると個人で受ける「有料」の
任意接種になります。

持ってくるもの
・母子健康手帳（忘れると接種ができません）
・予診票
その他の注意
・あらかじめ配布してある「予防接種と子どもの
健康」をよく読み、理解した上で受けましょう。
・接種する乳児の健康状態をよく知っている保護
者が連れてきてください。
・予防接種を受けた後30分間は、急な副反応が
起こることがありますので、会場でお子さんの
様子の観察をお願いします。
・BCG接種後から次の予防接種までは、必ず４
週間以上あけてください。

BCG接種ができない人
・これまでに受けた予防接種やけ
がなどで、ケロイドがある人
・免疫機能に異常がある人
・その他、予防接種をすることが
不適当と医師が認めた人
※気になることがある場合は、かかりつけの医師
に相談するか、意見書を持参してください。

Q１　接種期間の「生後６カ月未満までの期間」
とは？
A　生後６カ月に達する前日までをいいます。例
えば、２月３日生まれの人は８月２日までです。
Q２　病気や入院、海外渡航のために接種できな
かった場合も接種できないのでしょうか？
A　市でしている定期接種を受けることはできま
せん。任意接種になり、有料です。

問い合わせ先　健康推進課

ＢＣＧ日程表
実施日 対象者 受付時間 場　所

７月28日（火）

実施日に３
カ月～６カ
月未満の乳
幼児

午後１時30
分～午後２
時

泗水公民
館

※上記の実施日のうちで、都合が良い日に早めに受けましょう。
※BCG接種は1回接種で終了です。接種の有無は母子健康手帳で確
認してください。

第
12
回「
輝
き
大
会
」

菊
池
・
阿
蘇
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
を
開
催
し
ま
す

福
祉
講
演
会

おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION
おしらせ
INFORMATION

菊池市役所　�（25）1111

問い合わせ

菊池総合支所　�（25）1111
七城総合支所　�（25）1000
旭志総合支所　�（37）3111
泗水総合支所　�（38）2111

本　　庁

総合支所

６
月
か
ら

「
小
児
救
急
電
話
相
談
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

個
人
住
民
税
が
変
わ
り
ま
し
た

個
人
住
民
税
が
変
わ
り
ま
し
た

個
人
住
民
税
が
変
わ
り
ま
し
た

税　率
○均等割の税率
・県民税年額1,500円
（水とみどりの森づくり税500円を含む）
・市民税年額3,000円
○所得割の計算方法
（所得金額－所得控除額）×税率－税額控除
=所得割額
　　　　　　　　　　　課税所得金額

戦没者などの遺族の皆さんへ
第８回特別弔慰金が支給されます
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仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援
を
よ
り

進
め
る
た
め
に
育
児
・
介
護
休
業
法

が
改
正
さ
れ
、
平
成
17
年
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

説
明
会
終
了
後
に
は
、
改
正
法
に

沿
っ
た
就
業
規
則
の
規
定
化
な
ど
の

個
別
相
談
会
も
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

〜
熊
本
の
気
候
に
合
っ
た
県
産
木
材

を
使
い
ま
し
ょ
う
〜

　

熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会
で
は
、

県
内
で
木
造
住
宅
を
新
築
す
る
人
に

１
棟
分
の
乾
燥
ス
ギ
柱
材
を
無
償
で

提
供
す
る
「
く
ま
も
と
木
の
住
ま
い

づ
く
り
推
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

提
供
す
る
柱
材
は
、
12
㎝
角
、
ま

た
は
10.5
㎝
角
、
長
さ
３
m
で
１
戸
あ

た
り
90
本
を
上
限
と
し
ま
す
。

募
集
戸
数　

第
２
回
目
35
戸

募
集
期
間　

８
月
１
日
（
月
）
〜

　
　
　
　
　

８
月
12
日
（
金
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

h
ttp
://w

w
w
.

in
fo
b
e
a
rs.n
e
.jp
/km
o
ku
re
n
/

問
い
合
わ
せ
先

　

㈳
熊
本
県
木
材
協
会
連
合
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
２
）
７
９
１
９

　

河
川
や
山
林
な
ど
は
も
と
よ
り
、

自
分
の
土
地
に
ゴ
ミ
を
捨
て
ら
れ
た

場
合
を
考
え
る
と
、
他
の
土
地
に
ゴ

ミ
を
捨
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず

で
す
。

　

ゴ
ミ
は
家
庭
に
持
ち
帰
り
、
適
正

に
分
別
し
て
指
定
日
（
場
所
・
時
間
）

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
不
法
投
棄
罰
則

　

５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
併

科問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

ま
た
は

七
城
・
旭
志
・
泗
水
の
各
総
合
支
所

民
生
課
生
活
環
境
係

　

ゴ
ミ
の
焼
却
が
周
辺
の
皆
さ
ん
に

「
の
ど
が
痛
い
」
な
ど
の
被
害
を
及

ぼ
し
た
り
、
火
災
に
つ
な
が
っ
た
り
、

交
通
事
故
を
引
き
起
こ
す
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
の
焼
却
は
し
な

い
よ
う
に
お
互
い
が
心
が
け
て
く
だ

さ
い
。

焼
却
禁
止
の
例
外

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
施
設

管
理
の
た
め
に
必
要
な
場
合

・
災
害
の
予
防
、
復
旧
の
た
め
に
必

要
な
場
合

・
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行

事
の
た
め
に
必
要
な
場
合(

焚
き

火
・
ど
ん
ど
や
な
ど)

・
農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む

を
得
な
い
場
合
（
稲
わ
ら
な
ど
で

あ
っ
て
、
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
は
焼
却

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
）

※
焼
却
罰
則

　

３
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

３
百
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
併

科問
い
合
わ
せ
先　

環
境
課　

ま
た
は

七
城
・
旭
志
・
泗
水
の
各
総
合
支
所

民
生
課
生
活
環
境
係

　

希
望
す
る
地
区
は
、
次
の
と
お
り

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
申
請
者
は
、
原
則
と
し
て
各
区
長

ま
た
は
生
活
環
境
推
進
委
員
と
し

ま
す
。

・
使
用
日
時
な
ど
は
、
事
前
に
担
当

者
に
相
談
く
だ
さ
い
。

・
機
械
及
び
薬
剤
は
無
料
で
貸
し
出

し
ま
す
が
、
機
械
の
燃
料
は
使
用

者
負
担
と
し
ま
す
。

・
そ
の
他
、
使
用
方
法
な
ど
は
担
当

者
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　

環
境
課　

ま
た
は

七
城
・
旭
志
・
泗
水
の
各
総
合
支
所

民
生
課
生
活
環
境
係

　

市
民
の
皆
さ
ん
で
法
律
に
関
す
る

心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
（
家
庭
・
金

銭
・
相
続
・
登
記
な
ど
の
問
題
）
に

つ
い
て
、
弁
護
士
を
迎
え
て
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と　

き　

７
月
19
日
（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

※
受
付
は
午
前
11
時
30
分
ま
で
し
ま

す
が
、
相
談
者
多
数
の
場
合
は
相

談
時
間
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

２
階

弁
護
士　

由
井
照
二
氏

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課

と　

き　

７
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー

定　

員　

20
人

参
加
費　

２
０
０
円

対
象
者　

菊
池
市
内
の
小
学
生

申
し
込
み　

７
月
11
日
（
月
）
ま
で

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
児
童
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　

☎
（
24
）
３
４
７
２

INFORMATION INFORMATION

わいふ一番館だよりわいふ一番館だよりわいふ一番館だより 問い合わせ先　菊池市文化会館
　�（24）1101

桜庭則子
期間：７月１日（金）まで
　私たちは、色々なもの、色々な人に支
えられ生きています。
　それが当たり前すぎて、つい感謝の気
持ちを忘れています。私たちの生活の回
りにある家族、友達、水、地球、太陽す
べてのものに対する感謝の気持ちをこ
こに表現してみました。

地球世界感謝マンダラ展

期間：９月３日（土）まで
　戦前、菊池の花房台地には陸軍の飛行
場があり、教育隊としてたくさんの兵隊
が訓練していました。今でも、当時の様
子をうかがい知る建物跡が残っていま
す。また、当時勤労奉仕した人の日記も
展示しています。
　この特別展から、戦時下の菊池の人々
の想いに、心をはせてみませんか？

まちかど資料館特別展
花房飛行場展

会場 開催日時 開催場所 説明内容

山鹿
会場

７月６日
（水） 午後１時

30分～
午後３時
30分

山鹿簡易保険
保養センター

・改正育児・介
護休業法
・一般事業主行
動計画
・労務管理にお
ける留意点
・助成金制度

熊本
会場

７月20日
（水）

KKRホテル
熊本

※ 参加希望の場合は、事前申し込みが必要です。

問い合わせ・申し込み先
　熊本労働局雇用均等室　☎ 096（352）3865

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は

法
律
で
処
罰
さ
れ
ま
す

木造住宅を新築する人に乾燥スギ柱材を無償で
プレゼントします

応募要領

募集種目 受付期間 試験日 受験資格

航空学生
海・空（男・女）

８月１日（月）～
９月８日（木）

１次：９月23日（金）
２次：10月15日（土）
　　　～20日（木）
３次：11月13日（日）
　　　～12月９日（金）

高卒（見込含）
21歳未満の者

一般曹候補学生
陸・海・空（男・女）

８月１日（月）～
９月８日（木）

１次：９月17日（土）
２次：10月８日（土）
　　　～14日（金）

18歳以上
24歳未満の者

曹候補士
陸・海・空（男・女）

８月１日（月）～
９月８日（木）

１次：９月17日（土）
２次：10月８日（土）
　　　～14日（金）

18歳以上
27歳未満の者

２
士

陸
・
海
・
空

男子
８月１日（月）～
９月24日（土）
予定

９月25日（日）
筆記試験予定

18歳以上
27歳未満の者

女子
８月１日（月）～
９月８日（木）

９月25日（日）筆記試験
18歳以上
27歳未満の者

問い合わせ・申し込み先
　自衛隊熊本地方連絡部　菊池分駐所　☎（24）2772

　まちづくり寄合所１階ギャラリーで
は、出展する人を募集しています。個人
やクラブ・サークル活動で作った作品な
どを多くの人に見てもらいませんか？
もちろんプロの人も大歓迎です。
　また、２階和室は、文化活動の発表や
まちづくりに関する活動の場として誰
でも利用できます。

わいふ一番館（まちづくり寄合
所）で出展してみませんか？

高齢者大学　原　参十郎
期間：７月５日（火）～７月18日（月）
　今年で４回目になります。必ず毎年１
回は私たちの丹精込めた作品を展示し
ています。「墨のにおい」を感じて頂け
れば幸いと思います。
 私たちの一生懸命な作品づくりに取組
む励みと倶楽部員相互の親睦を深める
一助なればと願います。

書道倶楽部作品展

ゴ
ミ
の
焼
却
は

法
律
で
処
罰
さ
れ
ま
す

家
屋
消
毒
用
機
械
を

貸
し
出
し
ま
す

弁
護
士「
法
律
相
談
」

開
設

児
童
セ
ン
タ
ー
主
催

手
作
り
パ
ン
に
挑
戦

自　衛　官　募　集　案　内

　平成17年度菊池広域連合消防本
部消防職員の採用試験を次の要領
で行います。
職種および採用予定人員
・職　種　消防
・採用予定数　５人程度
・職務内容　消防業務
受験資格　昭和56年４月２日から
昭和63年４月１日までに生まれ
た人

試験の内容　高等学校卒業程度
試験日　９月18日（日）

問い合わせ先
　菊池広域連合消防本部総務課
　☎096（232）9331

菊池広域連合
消防職員を募集します

新
築
住
宅
に
熊
本
ス
ギ

柱
材
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

改
正
育
児
・
介
護
休
業
法

説
明
会

　熊本県では「くまもと・みんなの川と海づくり県民運
動」の一環として、水環境の保全を呼びかける標語を募集
しています。
応募部門　小中学校の部、一般の部
応募期間　７月１日（金）～９月９日（金）
募集作品　作品は１点につき漢字・ひらがな含め20文字以
内とし、応募は１人あたり３点以内とします。
　応募作品は、自作、未発表のものに限ります。作品の返
却はしません。

応募方法　郵送（ハガキ、封筒）、FAXまたは電子メール
で応募作品および郵便番号、住所、氏名、年齢（学校の
場合、学校名、学年）、電話番号を記載してください。
　応募作品は審査会を設け、各部門最優秀作１点、優秀作
３点、佳作６点を選び、11月に発表および表彰をします。
　詳しいことは、菊池地域振興局保健福祉環境部または、
熊本県環境保全課水保全対策室に問い合わせるか、熊本県
ホームページをご覧ください。
問い合わせ先　熊本県環境保全課水保全対策室
　　　　　　　☎096（383）1111　内線7357
　　　　　　　Fax096（387）7612

「くまもと・みんなの川と海づくり県民運動」
標　語　募　集
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最
近
の
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て

い
て
、
み
な
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
。
私
は
、
す
ご
く
悲
し
く
な
り

ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、「
殺
人
」

と
い
う
文
字
を
見
な
い
日
が
殆
ど
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。
最

近
は
さ
さ
い
な
こ
と
と
か
、
頭
に
き

た
か
ら
だ
と
か
、
女
の
子
な
ら
誰
で

も
よ
か
っ
た
な
ど
動
機
が
あ
ま
り
に

も
人
を
人
と
し
て
見
て
い
な
い
こ
と

が
多
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。
守
る
べ

き
人
の
命
を
簡
単
に
奪
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
さ
れ

る
刑
は
、
そ
れ
で
い
い
の
か
と
思
う

こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
傷
つ
け
ら
れ
る

痛
み
と
、
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た
と
い

う
痛
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
相
手
の
立
場
に

な
っ
て
考
え
て
行
動
し
、
命
の
大
切

さ
、
尊
さ
を
今
以
上
に
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

と
が
、
す
べ
て
の
人
権
を
守
る
と
い

う
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
社
会
福
祉
科
で
福
祉
や
介

護
な
ど
色
々
な
こ
と
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。
福
祉
の
基
本
理
念
の
一
つ

に
「
相
手
の
立
場
を
考
え
る
」
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活

の
中
で
、
身
の
周
り
に
目
を
向
け
て

み
る
と
、
さ
さ
い
な
こ
と
で
、
人
を

傷
つ
け
て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
。
先
日
、
私
の
友
人
か
ら

聞
い
た
話
し
で
す
が
、
目
の
不
自
由

な
方
が
、
お
店
の
方
向
が
わ
か
ら
ず
、

近
く
に
い
る
人
に
助
け
を
求
め
ら
れ

た
時
、
直
ぐ
側
に
い
た
人
は
声
を
出

す
こ
と
も
手
を
差
し
出
す
こ
と
も
せ

ず
、
知
ら
ん
顔
を
し
て
た
だ
黙
っ
て

見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
れ
を
見
た
友
人
は
駆
け
寄
っ
て
、

声
を
か
け
よ
う
と
し
た
時
、
近
く
を

通
っ
た
若
い
女
性
の
方
が
、
お
店
ま

で
案
内
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
話
し
を
聞
い
て
仮
に
、
み
な

さ
ん
が
近
く
に
い
た
人
の
立
場
だ
っ

た
ら
ど
う
し
た
で
し
ょ
う
か
。
私
は
、

若
い
女
性
の
方
の
よ
う
な
行
動
が
で

き
た
か
ど
う
か
不
安
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
知
識
と
し
て
は
、
行
動
し

な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て

い
て
も
、
普
段
か
ら
相
手
の
立
場
を

考
え
、
何
を
必
要
と
し
、
今
、
す
べ

き
こ
と
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を

ど
れ
だ
け
実
践
し
て
き
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
考
え
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
相
手
の
立
場
を
考
え
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
傍
観
者
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な

ら
な
い
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
そ

れ
ら
の
こ
と
す
べ
て
が
人
権
を
考
え

る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く

と
思
い
ま
す
。

　

若
い
女
性
の
方
が
と
ら
れ
た
行
動
、

つ
ま
り
私
た
ち
に
足
り
な
い
こ
と
は
、

考
え
て
、
少
し
の
勇
気
で
一
歩
踏
み

出
し
実
践
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
自
分
が
困
っ
て
い
る
時
、

周
り
に
助
け
を
求
め
て
助
け
て
く
れ

な
か
っ
た
ら
孤
独
を
感
じ
、
悲
し
く

な
っ
た
り
も
し
ま
す
。そ
し
て
、色
々

な
こ
と
の
積
み
重
ね
が
基
本
と
な
り
、

人
々
に
勇
気
を
与
え
ら
れ
た
な
ら
ば
、

新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
で
目
に
す
る
よ
う

な
事
件
も
起
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
、
世
の
中
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ

を
解
決
し
て
ゆ
く
に
は
、
正
し
い
認

識
を
持
ち
、
相
手
の
立
場
を
考
え
、

痛
み
を
理
解
す
る
こ
と
。
そ
う
す
る

こ
と
で
間
違
い
を
見
抜
き
、
相
手
を

認
め
る
こ
と
の
大
事
さ
に
気
づ
く
と

思
い
ま
す
。
人
と
人
と
が
つ
な
が
っ

て
初
め
て
明
る
い
社
会
が
生
ま
れ
て

ゆ
く
と
思
い
ま
す
。

　

人
と
し
て
‥
‥
、
人
を
人
と
見
る

と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
か
ら
人
権

の
輪
を
広
げ
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

INFORMATION INFORMATION

人
権
同
和
教
育
シ
リ
ー
ズ
②

人
と
し
て…

平
成
16
年
度
菊
池
女
子
高
校
卒  　

境　

真
奈
美

　

こ
ん
に
ち
は
。
菊
池
市
民
合
唱
団

で
す
。
菊
池
で
唯
一
の
「
混
声
合
唱

団
」
と
し
て
和
気
あ
い
あ
い
、
楽
し

く
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

歌
う
こ
と
が
好
き
な
人
、
何
か
新

し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
、
老
若
男
女
ど

な
た
で
も
入
団
で
き
ま
す
。
美
容
に

よ
し
、
健
康
に
よ
し
、
ス
ト
レ
ス
発

散
に
も
な
る
・
・
・
か
も
？

　

さ
わ
や
か
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
一
緒

に
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

次
の
と
お
り
練
習
し
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

♪
と　

き　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
８
時
〜
午
後
10
時

♪
と
こ
ろ

　

菊
池
市
文
化
会
館
第
３
練
習
室

問
い
合
わ
せ
先

　

団　

長　

益
崎
京
子

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
２
７
３
５

　

指
揮
者　

山
内
直
子

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
４
７
４
７

　

菊
池
市
で
は
、
今
年
度
20
歳
を
迎

え
る
人
の
新
た
な
人
生
の
門
出
を
祝

福
し
て
、
来
年
１
月
に
成
人
式
を
開

催
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
こ
で
、
成
人
式
式
典
の
企
画
・

運
営
・
進
行
な
ど
に
当
た
る
実
行
委

員
を
募
集
し
ま
す
。
自
分
た
ち
の
成

人
式
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
作
り
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

意
欲
に
満
ち
た
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　

平
成
18
年
成
人
式
対
象
者
（
昭

和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
61
年

４
月
１
日
生
れ
の
人
）
で
、
実
行

委
員
会
議
（
基
本
的
に
夜
）
及
び

リ
ハ
ー
サ
ル
・
成
人
式
当
日
に
出

席
で
き
る
人

募
集
人
員

　

15
人
程
度

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
選
考
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。

応
募
期
限

　

７
月
29
日
（
金
）

申
込
方
法

　

菊
池
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

※
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

菊
池
市
水
泳
協
会
で
は
、
泳
げ
な

い
子
の
た
め
に
、
ま
た
正
し
い
泳
ぎ

方
を
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
子
を
対

象
に
、
短
時
間
で
集
中
的
に
水
泳
教

室
を
開
き
ま
す
。

対
象
者

菊
池
市
に
在
住
す
る
幼
児
か
ら
小

学
生
（
４
歳
〜
12
歳
）

指
導
日
程

７
月
23
日
〜
27
日
（
５
日
間
）

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

受
講
料　

一
人　

３
千
円

指
導
場
所　

菊
池
市
営
プ
ー
ル

指
導
者　

菊
池
市
水
泳
協
会
員

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

是
空　
　
　

☎
（
25
）
４
６
６
９

　

ま
た
は

　

北
村
次
伸　

☎
（
24
）
３
９
５
１

　一人ひとりの個性が輝く農山村を目指し、農
山村女性ステップアップ講座を開催します。農
家にとって身近な法律や、気になる「家族経営
協定」や「農業者年金」、農業委員会の仕事など
を楽しく学べる講座です。
　今より一歩前進したい女性の参加をお待ちし
ています。
受講資格　菊池市内在住の 18歳～ 65歳までの
女性で、全研修に意欲をもって参加できる人

募集人員　20人以内
申込方法　住所、氏名、年齢、職業、電話番号
を明記のうえ、応募の動機（400 字以内、様
式は問わず）を添えて、申し込んでください。

申込締切　７月 25日（月）必着
問い合わせ・提出先　男女共同参画推進室
　E-mail:danjo@city.kikuchi.kumamoto.jp

講　座　内　容
回 期日 時間 場所 内容

１ ８月18日（木）

午後１時
3 0 分～
午後３時
30分

菊池市役所
第２庁舎
農業委員会
会議室

開講式
講話「男女共同参画って？」

２ ９月１日（木）

講義①「農地って？」
講義②「農家にとって身近な法
律」

３ ９月16日（金）
講義③「農業委員をご存知です
か？」

４ 10月７日（金）

意見交換会
　「他の町の女性農業委員さん
を囲んで」

５ 10月21日（金） 講義④「市の仕組み（仮称）」

６ 11月４日（金）

講義⑤「家族経営協定を結ぼ
う」
講義⑥「認定農業者になろう」

７ 11月18日（金）

講義⑦「身近な問題・農業者年
金」
閉講式

平
成
18
年（
平
成
17
年
度
）

菊
池
市
成
人
式
実
行
委
員

募
集

♪
菊
池
市
民
合
唱
団
♪

団
員
募
集

ジ
ュ
ニ
ア
初
心
者
水
泳
教
室

生
徒
募
集

番号 コース名 内　容 講習会場 講習日 時　間 問い合わせ・申し込み先

① 入門
コース

パソコン
操作の基
礎的な講
習

七城
中学校

８月１日から８月29日までの
月曜と木曜
ただし８月15日は休み

午後８時～
午後10時
（２時間×８日）

七城公民館
　〒861-1353
　菊池市七城町甲佐町72-1
　☎　（25）1580
　Fax （26）5171

② 入門
コース

旭志
小学校

８月１日から８月29日までの
月曜と水曜
ただし８月15日は休み

午前９時～
午前11時
（２時間×８日）

旭志公民館
　〒869-1295
　菊池市旭志小原241
　☎　（37）3111
　Fax （23）3077

　七城中学校・旭志小学校でパソコン講座入門コース
を開催します。市民の皆さんの参加をお待ちしています。
定　員　１講座定員 20人×２講座
　※申込者多数の場合は抽選となります。
締　切　７月 15日（金）まで
費　用　テキスト代など 2,000 円
申込方法　直接申し込むか、申込書を郵送または FAX
してください。

「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
み
た
い
け
ど
壊

し
そ
う
で
…
」
と
い
う
皆
さ
ん
に
も
や

さ
し
い
入
門
講
座
で
す

菊池市パソコン講座受講生募集
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７月の行事予定７月の行事予定
菊池 七城 旭志 泗水

１ 金

献血
９：30～11：30、
12：30～13：30
旭志多目的研修センター

２ 土
七夕かざり作り
10：00　児童センター

３ 日

４ 月

５ 火
２歳６カ月児歯科健診
13：30～14：00　文化会館

６ 水

７ 木
すくすくクラブ
（座・まりあ人形劇）
10：00　児童センター

８ 金
１歳６カ月児健診
13：30～14：00
七城公民館

９ 土 第12回「輝き大会」菊池・阿蘇ブロック大会　９：20～14：30　合志町総合センター「ヴィーブル」総合体育館

10 日

11 月
行政相談　12：00～15：00
七城公民館和室

12 火 社会保険出張相談所開設　10：00～15：00　菊池市中央公民館

13 水

14 木
すくすくクラブ　10：00
児童センター

15 金
献血　９：30～12：00
七城公民館

16 土
手作りパンに挑戦
９：30　児童センター

休日在宅当番医 ※休日在宅当番医は変更されることがあります。休日や夜間の医療機関は、地域救急医療情報
センター（菊池広域連合消防本部）☎ 096（232）9331 に問い合わせてください。

７月３日

杜の里
かねこクリニック 菊池市 （23）7522 菊陽レディース

クリニック 菊陽町 096（213）5656

内田整形外科医院 西合志町 096（242）3333 竹田津歯科医院 大津町 096（294）0787

なみかわ小児科 大津町 096（293）1163

10日

斎藤産婦人科医院 菊池市 （24）1177 河野内科クリニック 菊陽町 096（233）1717

平瀬内科医院 合志町 096（248）5227 つつじ台歯科医院 大津町 096（294）0882

勝久病院 大津町 096（293）5000

７
月
の
心
配
ご
と
相
談

・
間
取
り　

３
Ｄ
Ｋ

・
雇
用
保
険
が
あ
り
家
族
が
あ
る
人

・
毎
月
収
入
額
が
家
賃
＋
共
益
費
＋

駐
車
場
料
金
の
３
倍
あ
る
人

・
確
実
な
連
帯
保
証
人
が
あ
る
こ
と
。

（
保
証
人
の
収
入
額
が
家
賃
＋
共

益
費
の
５
倍
あ
る
人
）

　

申
し
込
み
に
必
要
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

雇
用
促
進
住
宅
菊
池
宿
舎
管
理
事

務
室　
　
　

☎
（
25
）
４
３
７
４

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

地
域
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
お

よ
び
家
庭
介
護
力
の
向
上
を
目
的
に
、

主
に
夜
間
の
時
間
を
利
用
し
た
訪
問

介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
養
成

研
修
（
２
級
課
程
）
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
養
成
研
修
で
は
、
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
調
理
実
習
も
組

み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

質
の
高
い
訪
問
介
護
員
を
目
指
し

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

研
修
期
間　

７
月
31
日
（
日
）
〜

　
　
　
　
　

10
月
18
日
（
火
）

研
修
時
間

・
講
義
58
時
間

・
演
習
45
時
間

・
現
場
実
習
32
時
間

（
実
習
４
日
間
は
平
日
に
な
り
ま

す
）

受
講
資
格　

18
歳
か
ら
65
歳
ま
で
の

健
康
な
人

受
講
料　

４
万
円

受
講
者
定
数　

50
人

受
付
期
間　

７
月
15
日
（
金
）
〜

　
　
　
　
　

７
月
26
日
（
火
）

※
先
着
順
に
40
人
を
受
け
付
け
、
残

り
10
人
枠
は
抽
選
と
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
受
講
料
を
添
え
、
社

協
本
所
・
支
所
の
窓
口
に
備
付
け

の
申
込
用
紙
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

受
付
場
所　

福
祉
会
館
１
階

問
い
合
わ
せ
先

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

　
　
　
　
　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

　

６
月
15
日
号
に
一
部
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

・
６
ペ
ー
ジ
「
子
宮
が
ん
検
診
実
施

医
療
機
関
」
の
表
内

（
誤
）
齊
藤
産
婦
人
科
医
院

　

  

※
水
曜
・
土
曜
の
午
後
は
休
診

　
　
　
　
　
　

←

（
正
）
斎
藤
産
婦
人
科
医
院

 　

 

※
木
曜
・
土
曜
の
午
後
は
休
診

お
わ
び
と
訂
正

　

菊
池
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
心

配
ご
と
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
持
つ
人
な

ら
誰
で
も
、
ど
ん
な
問
題
で
も
気
軽
に

相
談
く
だ
さ
い
。

防犯の窓防犯の窓防犯の窓
シリーズ 33

お父さんお母さん大丈夫 ?
子どもの問題行動には早めの対処が重要！
　子どもに、次のような行動はありませんか。
・行き先を告げずに外出したり、夜遊びなどから帰りが遅
くなる
・隠語を使ったり、言葉使いが悪くなり反抗的になる
・服装やアクセサリーが派手になるなどの行動の変化、さ
らには、体に傷があるなどの異常が見られる
・頻繁に同級生などから電話がかかったり、また必要以上
に謝るなどの不審行動がある
・家のお金の紛失、さらにはお金の使い方に変化や異常がある
・成績の著しい低下や友達の悪口をよく言い、登校を嫌がる
・ナイフなどを隠し持つ、あるいは携帯して登校する
などの問題行動には何か原因があるはずです。そこで「何
が問題なのか」「親として何ができるのか」を、学校や警
察などに積極的に相談し、きちんと判断しましょう。

と　き　７月 30日（土）午後４時～午後９時 45分
ところ　本田技研工業㈱総合グラウンド特設ステージ
イベント　タレントショー、魚のつかみ取り、お化け
屋敷、夜店、恒例の花火など

無料バス　大津駅発、吹田団地発、杉並台・すずかけ
台発などのルートがあります。

問い合わせ先
　本田技研工業㈱熊本製作所緑陽会
　☎ 096（292）1202

　子育てによって親自身も育っているのです。家庭の中で
子どもと一緒に過ごす時間をもっと大切にしましょう。
●報告とお礼
　前回お知らせした連続車上狙いの犯人は逮捕することが
できました。皆さんのご協力ありがとうございました。
問い合わせ先
　菊池警察署生活安全課　☎（24）0110

菊
池
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
０
０

と　

き

　

６
日
（
水
）・
13
日
（
水
）・
20
日

（
水
）・
27
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
２
階
相
談
室

七
城
支
所　
　

☎
（
25
）
５
０
１
０

と　

き　

６
日
（
水
）・
21
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

七
城
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

旭
志
支
所　
　

☎
（
37
）
３
７
０
８

と　

き　

11
日
（
月
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

旭
志
老
人
憩
い
の
家

泗
水
支
所　
　

☎
（
38
）
６
３
６
６

と　

き　

７
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜

　
　
　
　

午
前
11
時
30
分

対　

応　

弁
護
士
、
相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

と　

き

　

14
日
（
木
）・
21
日
（
木
）・
28
日

（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

対　

応　

相
談
員

と
こ
ろ　

泗
水
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

雇
用
促
進
住
宅
菊
池
宿
舎

入
居
者
募
集

訪
問
介
護
員（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
）養
成
研
修（
２
級
課

程
）募
集

●いつもの我が家をチェックしてみましょう
■真剣に生きる姿を子どもに見せていますか
■ほめて、叱って、教える保護者ですか
■子育てはお互いに協力していますか
■子どもの立場で考えていますか
■子どもに物を買い与えて安心していませんか
■子どもが「帰りたい家庭づくり」をしていますか
■子どもの前で他人の悪口を言っていませんか
■子どもとの約束は守っていますか
■子どもを放任していませんか
■子どもとゆっくり話をしていますか

「夏色満喫」 '05 ホンダ夏まつり

入場
無料



　「ハッピー・バースデイ」では、発行月に誕生
日を迎える３歳までの子どもさんの写真を募
集しています。
　発行前月の10日まで受け付け、先着７人と
します。写真にコメントを添えて、菊池市役所
または各総合支所の広報担当まで申し込んで
ください。

菊池市役所（本庁・菊池総合支所）は、環境管理の国際規格「ISO14001」を認証取得しています

菊池市情報企画課
〒861-1392
熊本県菊池市隈府888番地
TEL 0968（25）1111
FAX 0968（25）5720
ホームページ　http://www.city.kikuchi.kumamoto.jp/
市長メール　mayor@city.kikuchi.kumamoto.jp
行政メール　kouhou@city.kikuchi.kumamoto.jp

発行・編集

敷島印刷株式会社
印刷

■人口：52,772人 （-35）

　男性：25,254人 （-18）

　女性：27,518人 （-17）

■世帯：17,082世帯 （+16）

本文は古紙配合率 100％
再生紙を使用しています

平成17年７月１日号

ハッピー・バースデイハッピー・バースデイ

編
集
後
記

編
集
後
記

５月末の人の動き
（対前月比）

　

辺
り
が
暗
く
な
り
、
ち
ら
ほ
ら

と
舞
い
始
め
る
旭
志
高
柳
の
ゲ
ン

ジ
ボ
タ
ル
。
カ
メ
ラ
を
セ
ッ
ト
し
、

無
数
の
ホ
タ
ル
が
舞
う
中
で
写
真

を
撮
る
。

　

あ
ま
り
の
き
れ
い
さ
に
取
材
を

忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
っ
た
。「
数

十
年
前
は
ど
こ
の
川
で
も
こ
れ
以

上
の
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
お
年
寄
り
。

　

ホ
タ
ル
は
、
水
が
き
れ
い
な
こ

と
な
ど
い
く
つ
か
の
条
件
が
整
わ

な
け
れ
ば
育
た
な
い
と
い
う
。
地

球
に
優
し
い
気
持
ち
を
一
人
ひ
と

り
が
持
つ
こ
と
が
以
前
の
環
境
を

取
り
戻
す
こ
と
に
つ
な
が
ら
な
い

だ
ろ
う
か
と
考
え
た
。

きくちあいのりタクシーきくちあいのりタクシー宮
本
夏
妃
ち
ゃ
ん（
１
歳 

○ 

平
野
）

父
・
睦
浩
さ
ん　

母
・
愛
子
さ
ん

み
や
も
と
な
つ
き

H16年
７月６日
生まれ

優斗お兄ちゃん
大好き。
これからも
仲良くしてね。

冨
岡
慶
児
く
ん（
１
歳 

○ 

下
西
寺
）

母
・
忍
さ
ん

泗

と
み
お
か
け
い
じ

H16年
７月８日
生まれ

８人家族で、
毎日すごく

にぎやかで～す！

田
中
琉
聖
く
ん（
１
歳 

○ 

茂
藤
里
）

父
・
誠
さ
ん　

母
・
幸
子
さ
ん

　
た
な
か　
り
ゅ
う
せ
い

H16年
７月28日
生まれ

車と温泉が
大好きです。

荒
木
龍
之
く
ん（
２
歳 

○ 

福
本
二
）

父
・
崇
之
さ
ん　

母
・
信
枝
さ
ん

　
あ
ら
き　
た
つ
ゆ
き

H15年
７月13日
生まれ

大好きな
お姉ちゃん、
仲良くしてね。

磯
田
渚
沙
ち
ゃ
ん（
１
歳 

○ 

井
戸
方
）

父
・
貴
博
さ
ん　

母
・
由
佳
さ
ん

い
そ
だ
な
ぎ
さ

H16年
７月28日
生まれ

運行地域
●月曜・水曜・金曜　旧原線（バス路線）とその沿線と市街地を結ぶ区間
●火曜・木曜・土曜　小木地区および迫間（一部）地区の地域と市街地を結ぶ区間
よくある質問
•運行地域が決まっていますが、誰でも利用できます。
•一人でも利用することができます。
•バス同様、いろんな人と乗り合わせすることになります。
•菊池市街地では、指定された次の10カ所からしか乗ることができません。
　（電鉄プラザ、ヨーカ堂、菊池中央病院、夢空間、あい薬局、川口病院、市役所、
　医師会立病院、市民広場、老人福祉センター）
問い合わせ先　菊池市役所企画振興課　☎（25）1111

菊

泗

泗

菊

はぁーい
琉聖です。

みんな遊んでね！

新しい生活スタイル新しい生活スタイル

利用には必ず予約が必要です利用には必ず予約が必要です
●菊池市街地行きは、前日の午後７時まで
●旧原線沿線や小木・迫間地域行きは、当日の午前11時まで
予約先　☎090（4580）4146

●菊池市街地行きは、前日の午後７時まで
●旧原線沿線や小木・迫間地域行きは、当日の午前11時まで
予約先　☎090（4580）4146


